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追
悼
、
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
等
に
つ
い
て
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

　

後
段
行
事
は
国
歌
斉
唱
、
今
回
お
知
ら
せ
を

い
た
だ
い
た
物
故
会
員
3
名
へ
の
黙
祷
の
後
、

田
中
幕
僚
副
長
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、「
北
海
道

自
衛
隊
殉
職
者
追
悼
式
、
北
部
方
面
隊
創
隊
記

念
行
事
、
各
地
の
慰
霊
祭
参
加
な
ど
諸
行
事
に

対
す
る
北
海
道
偕
行
会
の
活
動
に
敬
意
を
表

し
、
陸
修
偕
行
社
、
北
海
道
偕
行
会
の
さ
ら
な

る
発
展
を
祈
り
ま
す
」
と
陸
修
偕
行
社
及
び
北

海
道
偕
行
会
の
活
動
を
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

次
に
、
当
会
会
員
で
あ
り
、
前
衆
議
院
議
員

高
木
宏
壽
氏
か
ら
自
衛
隊
員
の
処
遇
改
善
方
向

等
、
国
政
に
関
す
る
説
明
が
あ
り
、
同
氏
の
発

声
で
乾
杯
の
の
ち
歓
談
に
移
っ
た
。

　

参
加
者
各
人
の
近
況
報
告
で
は
、「
北
海
道

内
の
忠
魂
碑
、
慰
霊
碑
を
調
査
し
て
本
を
上
梓

し
ま
し
た
」、「
在
職
間
、
ラ
グ
ビ
ー
に
精
魂
を

傾
け
て
大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」、「
映
像
作
家
と
し
て
部
隊
D
V
D
、
カ

レ
ン
ダ
ー
を
制
作
し
て
い
ま
す
」、「
隊
友
会
支

部
長
を
兼
ね
て
陸
修
偕
行
社
の
P
R
に
努
め

て
い
ま
す
」
な
ど
の
紹
介
が
続
き
、
参
加
者
か

ら
驚
き
・
感
銘
の
言
葉
が
上
が
っ
た
。

　

法
人
賛
助
会
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
夕
張
の
ホ
ク
ユ
ー
パ
ッ
ク
㈱
の
野
田
清
道
会

長
か
ら
は
、「
今
回
2
回
目
の
参
加
で
す
。
か

ね
が
ね
自
衛
官
、
自
衛
隊
の
素
晴
ら
し
さ
を
感

じ
て
居
り
ま
す
が
、
今
日
は
貴
重
な
講
話
を
拝

聴
で
き
た
と
と
も
に
、
自
衛
官
O
B
だ
け
で

な
く
現
役
の
皆
さ
ん
と
こ
の
よ
う
に
歓
談
で
き

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
会
社
の
若
い
者
に
は
ぜ

ひ
自
衛
隊
で
鍛
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
も
思
っ

て
い
ま
す
」
と
の
心
強
い
挨
拶
が
あ
り
、
場
を

大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。

　

和
気
藹
々
の
雰
囲
気
の
う
ち
に
定
刻
を
迎

え
、
恒
例
の
「
隊
歌
演
習
」
は
北
部
方
面
隊
歌

「
お
お
拓
け
行
く
北
海
の
…
…
」
を
、
幕
僚
副

長
を
中
心
に
し
て
大
合
唱
、
締
め
に
は
参
加
者

の
中
で
一
番
若
い
真
駒
内
第
11
高
射
特
科
隊
宮

川
1
尉
の
音
頭
で
意
気
軒
高
に
万
歳
三
唱
、
来

年
の
再
会
を
約
し
て
大
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

　

本
席
で
は
旧
軍
関
係
者
と
お
会
い
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
が
、
今
年
も
参
加
が

な
く
残
念
至
極
で
あ
っ
た
。

　

北
海
道
偕
行
会
の
今
年
度
の
事
業
は
、
本
大

会
を
以
て
大
き
な
活
動
を
終
了
し
た
。
来
年
度

以
降
も
、
会
員
相
互
の
融
和
団
結
を
図
り
、
現

職
隊
員
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
つ
つ
、
各
地
慰

霊
祭
で
英
霊
に
敬
意
を
表
し
、
講
話
等
に
よ
り

安
全
保
障
関
連
の
普
及
を
図
り
、
創
立
記
念
行

事
及
び
追
悼
式
で
の
現
役
支
援
に
尽
力
す
る
所

存
で
あ
る
。

　

懇
親
会
参
加
者
（
既
出
者
を
除
く
）
は
、
75

小
島
肇
・
井
上
和
男
・
相
馬
隆
義
・
鎌
田
順
一

朗
・
齋
藤
修
二
、
76
佐
々
木
政
弘
、
86
斗
賀
山

信
美
、
104
北
田
勝
二
、
倶
知
安
駐
屯
地
司
令
田

中
2
佐
、
東
千
歳
駐
屯
地
菅
原
隊
員

（
73
細
島
邦
夫　

記
）

広
島
県
偕
行
会

　令
和
7
年
度
の
集
い

　

広
島
県
偕
行
会
は
、
令
和
7
年
12
月
1
日

（
月
）、
11
時
半
か
ら
12
時
半
過
ぎ
に
か
け
て
、

総
会
及
び
懇
親
会
の
、
楽
し
い
集
ま
り
を
開
き

ま
し
た
。

　

会
場
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
市
内
電
車
が
自

然
に
2
階
に
上
が
る
広
島
駅
の
北
側
・
新
幹
線

口
の
、道
路
越
し
の
北
西
「
グ
ラ
ノ
ー
ド
広
島
」

の
2
階
、
居
酒
屋
「
八
香
閣
」
の
一
部
屋
で
し

た
。
会
費
は
、
5
5
0
0
円
（
年
会
費
、
懇

親
会
費
、
玉
串
料
等
を
含
む
）
で
し
た
。

　

お
集
ま
り
の
面
々
は
、
井
上
廣
司
会
長
（
陸

土
61
の
戸
塚
新
さ
ん
亡
き
後
の
満
3
年
間
、
平

成
30
年
夏
ま
で
の
『
偕
行
』
編
集
委
員
長
、
陸

自
72
、 

写
真
前
列
左
か
ら
3
番
目
）
を
初
め
と

し
て
、
木
舩
久
幸
（
陸
自
68
、
後
列
4
）、
田

所
恒
之
輔
（
陸
自
69
、後
列
1
）、奥
田
虎
昭
（
陸

自
70
、
前
列
4
）、
中
川
強
（
陸
自
78
）、
嶋
田

正
志
（
陸
自
95
、
後
列
2
）、
山
㟢
満
（
陸
自

98
、
後
列
3
）、
次
い
で
、
旧
軍
の
、
6
年
前

ま
で
赤
い
カ
ー
プ
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
来
て
お

ら
れ
た
野
坂
辰
夫
（
陸
士
59
、前
列
2
）
と
私
、

高
崎
禎
夫
副
会
長
（
広
幼
48
、
前
列
1
）
の
、

総
勢
9
名
で
し
た
。

　

こ
の
中
、
今
総
会
の
議
決
に
よ
っ
て
、
昨
年

6
月
13
日
に
死
亡
さ
れ
た
前
「
副
会
長
」
綿
貫

昌
芳
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
木
舩
久
幸
事
務
局
長

が
、
新
「
副
会
長
」
に
、
ま
た
、
嶋
田
正
志
事

務
局
次
長
が
、
新
「
事
務
局
長
」
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
豊
か
な
食
事
を
し
つ
つ
、
新
し

い
木
舩
副
会
長
・
嶋
田
事
務
局
長
の
優
れ
た
采

配
の
元
、
各
自
の
近
況
報
告
を
含
む
、
明
る
い

ご
発
言
が
相
次
ぎ
、
ま
こ
と
、
心
な
ご
む
語
ら

い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
正
15
年
1
月
5
日
生
ま
れ
、
後
1
か
月
で

満
百
歳
に
な
ら
れ
る
野
坂
辰
夫
さ
ん
は
、
前
月

中
旬
の
お
地
元
の
「
今
年
度
創
生
俳
句
大
会
」

で
、ご
自
作
「
産
声
は
世
界
共
通
秋
高
し
」
が
、

目
出
度
く
第
2
位
に
選
ば
れ
て
、
そ
の
賞
状
を

ご
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
坂
さ
ん
の
5
歳
年
下
、
昭
和
6
年
生
ま
れ

の
、
不
肖
、
私
は
、
大
東
亜
戦
争
の
真
珠
湾
攻

撃
、
昭
和
16
年
12
月
8
日
が
、
今
年
の
今
月
と

同
じ
「
月
曜
日
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
触
れ
、
私

は
当
時
、
国
民
学
校
5
年
生
、
先
生
方
は
職
員

室
の
ラ
ジ
オ
の
「
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
」
に
し
が
み

つ
き
、
し
ば
ら
く
し
て
教
室
に
現
わ
れ
、
こ
の
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日
は
休
み
に
な
っ
た
こ
と
を
お
告
げ
に
な
ら
れ

ま
し
た
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
は
、
こ
の
日
、
日
付

変
更
線
の
た
め
、「
日
曜
日
」
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
を
、
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
田
所
明
神
社
の
宮
司
・
田
所
恒
之

輔
さ
ん
は
、
ご
自
分
が
解
読
さ
れ
た
古
文
書
や

公
的
資
料
に
よ
ら
れ
て
、
今
年
も
、
安
芸
国
の

歴
史
と
伝
統
文
化
を
伝
え
る
、
新
し
い
D
V
D

を
、
全
員
に
お
配
り
さ
れ
ま
し
た
。

　

写
真
に
は
写
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
丸
善
工
業

営
業
企
画
部
長
・
中
川
強
さ
ん
は
、
防
大
同
窓

会
理
事
か
つ
隊
友
会
理
事
（
防
災
士
）
で
す
。

　

そ
し
て
最
後
は
、
私
に
よ
る
、
本
会
の
現
在・

未
来
の
弥
栄
を
祈
っ
て
の
万
歳
三
唱
を
以
て
、

笑
顔
の
う
ち
に
、
再
会
を
期
し
、
集
合
写
真
を

撮
っ
た
後
、
散
会
し
ま
し
た
。

（
副
会
長 

高
崎
禎
夫 

広
幼 

48
）

　

1　

月

8
日（
木
）賀
詞
交
換
会	

12
・
00靖

國
会
館

15
日（
木
）安
全
保
障
講
座（
そ
の
2
）	

15
・
00

陸
修
偕
行
社

17
日（
土
）編
集（
委
）会	

09
・
30　

〃

20
日（
火
）陸
自
69
会	

12
・
30　

〃

21
日（
水
）山
々
会	

13
・
00　

〃

22
日（
木
）近
現
代
史
研
究
講
座	

14
・
00　

〃

23
日（
金
）モ
ン
テ
ン
ル
パ
の
会	

13
・
00　

〃

26
日（
月
）偕
行
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ	

09
・
30　

〃

27
日（
火
）廣
屋
O
B
会	

11
・
30　

〃

29
日（
木
）悟
杉
会	

13
・
30　

〃

　

2　

月

3
日（
火
）編
集（
小
）委
員
会	
10
・
00

陸
修
偕
行
社

5
日（
木
）慰
霊
・
援
護（
委
）会	

13
・
00　

〃

10
日（
火
）総
務
・
財
務（
委
）会	

13
・
30　

〃

13
日（
金
）運
営
企
画
会
議	

13
・
00　

〃

18
日（
水
）広
報（
委
）会	

13
・
30　

〃

19
日（
木
）安
全
保
障
講
座（
そ
の
2
）	

15
・
00　

〃

20
日（
金
）教
育
問
題（
委
）会	

13
・
30　

〃

24
日（
火
）期
別
会
勢
拡
大
部
会	

15
・
00　

〃

26
日（
木
）業
務
連
絡
会
同（
陸
自
）	

15
・
00　

〃

27
日（
金
）厚
生（
委
）会	

13
・
00　

〃

1
・
2
月
の
告
知
板

寄
贈
図
書
の
紹
介編

集
委
員
会

陸
修
偕
行
社　

現
代
戦
研
究
会

『
現
代
戦
研
究
2
0
2
5
』

　

本
書
は
、
元
幹
部
陸
上
自
衛
官
が
研
究

を
続
け
て
き
た
成
果
を
安
全
保
障
講
座

（
そ
の
2
）
で
発
表
し
た
も
の
で
す
。

　

現
代
の
安
全
保
障
環
境
は
急
速
に
進
化

す
る
新
技
術
や
認
知
空
間
で
の
競
争
が
絡

み
合
い
、
複
雑
か
つ
多
層
的
な
様
相
を
帯

び
て
い
ま
す
。
最
新
の
課
題
に
つ
い
て
対

応
の
一
案
を
提
示
し
て
い
ま
す
。

目　

次

1　

露
宇
戦
争
の
教
訓
か
ら
発
展
す
る
無
人
機
戦
略

	

城
戸 

正
志

2　

現
代
戦
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
活
用
の
現
状
と
教
訓

嶋
本 　

学

3　

戦
い
に
お
け
る
A
I
の
役
割
と
効
果

川
瀬 

昌
俊

4　

認
知
空
間
に
お
け
る
戦
い

　

─
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
─	

松
村 

五
郎

5�　

尹
錫
悦
大
統
領
の
非
常
戒
厳
令
は
韓
国
軍
に
何
を

残
し
た
の
か	

鈴
来 

洋
志

6　
「
中
国
の
政
治
戦
」	

壁
村 

正
照

7　

戦
争
史
か
ら
観
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
占
領
地
軍
政

野
村 

佳
正

坂
本
祐
信
著
『
軍
事
作
戦
指
揮
』

　

著
者
は
、空
自
64
期
、救
難
隊
、空
幕
、

航
空
支
援
集
団
な
ど
で
の
勤
務
を
経
て

平
成
23
年
ま
で
日
本
戦
略
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
政
策
提
言
委
員
、
著
作
に
は
『
近

現
代
日
本
の
軍
事
史
』（
か
や
書
房
）、『
現

場
こ
そ
天
命
の
舞
台
』（Kindle

版
）
が

あ
り
ま
す
。

　

戦
争
も
自
衛
隊
も
、
タ
ブ
ー
と
す
る

時
代
は
終
わ
っ
た
今
、
国
民
一
人
ひ
と

り
が
国
防
に
つ
い
て
考
え
、
軍
隊
や
軍

事
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
「
作

戦
指
揮
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
指
揮
官

の
資
質
、
意
思
決
定
と
実
行
の
あ
り
方
、

日
本
固
有
の
法
制
上
の
諸
問
題
を
解
説

し
た「
軍
事
作
戦
指
揮
」の
入
門
書
で
す
。

目
次
（
骨
子
）

第
1
章　

軍
事
機
構
に
お
け
る
指
揮
統
率

第
2
章　

指
揮
官
・
幕
僚
・
部
隊

第
3
章　

指
揮
の
実
行

第
4
章　

幕
僚
要
務

第
5
章　

作
戦
司
令
部
で
の
整
合
さ
れ
た
活
動

第
6
章�　

後
方
・
兵
站
の
決
定
的
重
要
性
と
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
維
持
管
理

第
7
章　

法
制
面
か
ら
考
え
る
自
衛
隊
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